
境
内
に
蝉
の
声
が
響

き
始
め
、
夏
休
み
の
子

供
達
が
遊
び
に
来
る
よ

う
に
な
る
と
、
も
う
す

ぐ
夏
祭
。
夏
祭
は
暑
さ

に
よ
る
疫
病
を
取
り
除

く
暑
気
払
い
の
意
味
を

持
ち
ま
す
。

宵
宮
の
献
湯
神
事
は

氏
子
様
の
健
康
を
祈
念

す
る
神
事
で
、
湯
釜
か

ら
巫
女
舞
に
て
撒
か
れ

る
お
湯
を
浴
び
る
と
健

や
か
に
過
ご
せ
る
と
い

わ
れ
ま
す
。
本
祭
の
大

祭
は
本
殿
に
て
厳
粛
に

斎
行
さ
れ
ま
す
。
夕
方

に
は
地
車
囃
子
奉
納
や

夜
店
で
賑
わ
う
境
内
に

多
く
の
参
詣
者
が
訪
れ

ま
す
。
今
夏
も
皆
様
の

お
参
り
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

伊
勢
神
宮
で
は
二
十

年
に
一
度
、
社
殿
を
は

じ
め
御
装
束
神
宝
に
至

る
全
て
の
も
の
を
新
た

に
作
り
替
え
、
大
御
神

に
新
殿
へ
お
遷
り
頂
く

大
祭
「
式
年
遷
宮
」
が

千
三
百
年
に
渡
っ
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

は
六
十
二
回
目
の
ご
遷

宮
。
恒
久
的
で
な
い
同

じ
も
の
を
作
り
替
え
る

形
式
は
大
御
神
の
神
威

再
生
を
連
続
し
、
ま
た

日
本
古
来
の
伝
統
文
化

と
精
神
を
次
世
代
へ
継

承
す
る
と
い
う
日
本
独

自
の
思
想
が
反
映
さ
れ

た
世
界
に
誇
る
文
化
で

す
。日

本
の
総
氏
神
様
で

あ
る
伊
勢
神
宮
の
ご
遷

宮
に
は
、
全
国
か
ら
多

数
の
ご
奉
賛
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
当
社
氏
子

崇
敬
者
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
も
多
く
の
ご

奉
賛
を
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。今

回
の
ご
遷
宮
は
八

年
間
の
準
備
を
経
て
、

本
年
十
月
二
日
に
内
宮
、

同
五
日
に
外
宮
で
遷
御

の
儀
が
行
わ
れ
ま
す
。

全
国
か
ら
多
く
の
参
詣

者
で
賑
わ
う
お
伊
勢
さ

ん
。
ご
遷
宮
の
良
き
年

に
お
参
り
し
、
ご
神
恩

に
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。

社
務
所
受
付
に
お
き

ま
し
て
夏
祭
神
饌
料
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

拝
受
賜
り
ま
す
と
、
祭

当
日
に
巫
女
神
楽
奉
納

と
撤
下
品
を
お
頒
か
ち

し
、
境
内
掲
示
板
に
お

名
前
を
掲
示
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
詳
し
く
は
社

務
所
ま
で
。
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氏
子
崇
敬
者
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
素
は
格
別
の
ご
高
配

を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
当
社

は
旭
区
・
都
島
区
の
七

連
合
地
区
の
氏
神
様
と

し
て
多
く
の
氏
子
様
が

お
参
り
さ
れ
ま
す
。
そ

の
お
姿
を
日
々
拝
見
し

て
い
る
と
、
神
社
を
心

の
拠
り
所
と
す
る
日
本

人
の
真
心
は
変
わ
ら
な

い
の
だ
と
実
感
し
ま
す
。

当
社
で
は
本
年
度
よ

り
社
報
を
発
刊
い
た
し

ま
す
。
皆
様
の
心
の
ふ

る
さ
と
で
あ
る
氏
神
様
・

大
宮
神
社
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
頂
け
る
通
信

を
お
届
け
し
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平成25年夏季大祭斎行

初
宮
詣

七
五
三
詣

家
内
安
全

厄
除

病
気
平
癒

自
動
車
祓

改
築
・
転
宅
清
祓

地
鎮
祭
な
ど
各
種

出
張
祭
典

※
お
電
話
に
て
ご
予
約

下
さ
い

☎
０
６(

６
９
５
１)

２
１
９
６

ご
祈
祷
の
ご
案
内

社
頭
便
り

こ
の
春
、
本
殿
西
側

に
小
さ
な
竹
林
を
造
営

し
ま
し
た
。
成
長
し
た

暁
に
は
笹
の
葉
を
献
湯

神
事
に
用
い
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
可
愛
い
若
竹

が
地
面
か
ら
顔
を
出
し
、

成
長
が
楽
し
み
で
す
。

私
た
ち
を
お
守
り
下
さ

る
身
近
な
氏
神
様
。
当
社

に
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
神

様
に
つ
い
て
連
載
で
ご
紹

介
し
ま
す
。

当
社
の
創
建
は
平
安
時

代
末
期
の
一
一
八
五
年
、

源
平
合
戦
に
遡
り
ま
す
。

西
に
下
る
平
家
を
追
う
源

義
経
が
こ
の
地
に
立
ち
寄

り
、
源
氏
の
守
護
神
で
あ

る
宇
佐
八
幡
神
の
夢
を
見

ま
し
た
。
目
覚
め
る
と
一

樹
の
梅
の
古
木
に
霊
鏡
が

か
け
ら
れ
て
お
り
、
義
経

は
「
我
に
神
助
あ
り
」
と

勇
気
百
倍
に
な
り
ま
し
た
。

霊
鏡
を
奉
じ
て
平
家
を
追

討
し
た
義
経
は
、
こ
の
こ

と
を
後
鳥
羽
天
皇
に
奏
上

し
て
神
社
建
立
を
許
さ
れ
、

「
大
宮
八
幡
宮
」
と
称
し

た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

当
社
の
主
祭
神
は
八
幡

神
で
あ
る
応
神
天
皇
、
そ

の
御
母
君
の
神
功
皇
后
、

姫
大
神
の
三
柱
。
八
幡
神

は
全
国
四
万
六
百
社
余
の

お
社
で
お
祀
り
さ
れ
、
我

が
国
で
篤
く
信
仰
さ
れ
て

い
る
神
様
で
す
。(

続)

大
宮
神
社
の
神
さ
ま

①
義
経
の
夢
に
現
れ
た
八
幡
神

七
月
二
十
五
日

木
曜
日

午
前
十
一
時

献
湯
神
事

同
二
十
六
日

金
曜
日

午
前
十
一
時

夏
季
大
祭

神
楽
奉
納

午
後
三
時
か
ら
九
時
ま
で

夏
祭
神
饌
料

社
頭
受
付
の
ご
案
内

氏神様の夏祭にお参りしましょう

社
報
第
一
号

大
宮
神
社

旭
区
大
宮

三-

一-

三
七

氏
神
さ
ま
は
心
の
ふ
る
さ
と

―
社
報
発
刊
の
挨
拶
に
代
え
て
―

大
宮
神
社
社
報

第
六
十
二
回
伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮

二
十
年
に
一
度
の
神
様
の
お
引
越
し
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